
指定管理の目的及び
求める効果

指定管理の業務内容

利用状況（量）を
示す指標名

利用者述べ数

登録者数（年度末現在）

平均工賃

前指定末

③

収
入

指定管理料

利用料金収入

その他

計

1　就労継続支援Ｂ型事業（障害者総合支援法第5条14項に規定する就労継続支援事業）
2　作業所の施設等の利用の許可に関すること
3　法第28条第2項に規定する訓練等給付費、特例給付費の請求に関すること
4　作業所の施設等の維持管理に関すること
5　その他町長が特に必要と認めること

② 32

その他

23,14220,716

239,393

51,069,127

22,718,195 25,390,915

79,477,849

令和11年度

①

令和10年度

6,599

31

支
出

支出 74,026,715

うち修繕費

うち人件費

224,565

53,862,369

80,050,007

2,312,402

76,085,462

2,166,905

67,539,102

10,140,000

63,633,060

10,344,000

前指定末
令和6年度

４　指定管理者の収支状況 会計方式 発生主義
（単位：円）

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

指　定　管　理　者　評　価　票

年度 令和７年度

担当部署 福祉部 福祉課 障がい者支援係

１　公の施設

指定管理期間 令和7年4月1日～令和12年3月31日 選定方法 公募 利用料金制 導入

　　　　設置年月日及び経過年数（導入時）

２　指定管理者及び業務内容

指定管理者
団体名 社会福祉法人あかつきコロニー

所在地 東京都武蔵村山市伊奈平1-64-1

施設名称 瑞穂町福祉作業所「さくら」

所在地 東京都西多摩郡瑞穂町大字箱根ヶ崎831番地の2

施設概要
敷地面積1,167.15㎡、建築面積339.10㎡（木造平屋建） 定員30人
作業室、事務室、休憩室、シャワー室、トイレ、更衣室、玄関、給湯室、物入、脱衣室、相
談室、静養室、だれでもトイレ、ホール、倉庫、面談室

6,724

令和6年度

３　施設の利用状況

指定期間中の実績

令和7年度 令和8年度 令和9年度

長年にわたり障がい者に対し、就労支援事業を提供してきた実績と民間事業所ならではの柔軟性のある
サービスを提供することで自立支援を効率的に実施することを目的としています。

年経過
平成22年1月設置
平成22年4月導入 導入後 16

（単位：人、円）
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（単位：円）

令和8年度

６　経費比較（前指定末と指定後）

令和9年度

令和10年度

令和11年度

事務所ＬＥＤ照明への交換、作業場洗面台の修繕令和7年度

令和11年度

令和11年度

令和8年度

令和9年度

令和10年度

令和7年度 利用者作業における新規企業（緩衝材組み立て加工）との取引開始

令和8年度

令和10年度

実経費

算定 10,485,470

-36,470 

10,140,000

※実経費では、「町職員人件費」及び「物品提供金額」を除外

令和7年度 令和8年度 令和9年度

指定後

比較

指定後

204,000

令和10年度 令和11年度

10,449,000

比較

令和7年度 特記なし

前指定末 （令和6年度）

前指定末 （令和6年度）

10,344,000

施設管理・改修に関する
こと

事務改善及び効率化等に
関すること

利用状況に関すること 令和9年度

５　今年度の変更点
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良い ５
やや良い ４

普通 ３
やや悪い ２

悪い １

就労支援事業収入や利用者工賃の向上に積極的に取り組み、成果を上げてい
ます。また、国制度改正などに適切に対応しつつ、令和7年度に新たな企業
との取引を開始するなど、利用料収入向上のための営業努力が認められま
す。

業
務
収
支

収支の状況
収支のバランスが適切か。
　・経営状況は安定しているか　など 5

令和７年度決算（見込み）は５７万円程度の黒字と安定した経営状況になっていま
す。新規利用者が増えたこと、利用率が安定していたことが収入増の要因となりま
す。しかし、利用者の高齢化・障がいの重度化に対して職員数を増やして支援してい
るため、人件費支出が増加しています。

5
収支のバランスは適切です。人件費支出は増加していますが、経営状況は安
定しています。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標

利用者数の状況
（事業の活動量、活
動実績）

事業計画どおりの利用状況になっているか。
　・利用者は事業計画どおりか（環境の変化など外部
要因考慮）　など
　　利用者の満足度を得られているか。
　・職員の接客態度、利用条件等は適切か　など

5

活動実績として、年度末時点の登録者数は定員30人に対して32人となって
います。また、利用者の延べ人数は6,724人で昨年度より125人の増加とな
りました。新規登録者が1人増えたことが延べ利用者数増加の要因となりま
す。利用者・保護者の高齢化が進む中でも安心感を持って利用いただけるよ
う、電話対応・面談対応の機会を増やし、丁寧な相談対応を心掛けていま
す。

5

利用料収入の状況
事業計画どおりのサービスが提供されているか。
　・事業の計画、実施、成果は計画どおりか。
　・ 営業努力の状況は認められるか　など

5

就労継続支援B型の主目的である就労支援事業において、新規企業との取引を開始し
たこと、また既存事業の単価交渉が成功したことにより、収入が約９７0万円と昨年
に引き続き最高額となり、利用者平均工賃も23,142円と、こちらも過去最高額とな
りました。東京都の平均工賃額を目標に更なる向上を目指しています。

5

5

敷地内外の清潔維持・整理整頓を常に心がけています。火災設備・防犯設
備・空調等、施設設備については保守点検を実施し、修繕が必要な部分につ
いては役場職員と協議しながら適宜対応しております。
今年度は「作業場洗面台の修繕、事務所のＬＥＤ照明への交換」を実施しま
した。

5

設備点検や日頃の維持管理に努め、適切に修繕するなど、維持管理状態は良
好です。修繕等の必要性など適宜指定管理者から相談があり、計画的に進め
られるよう協議しています。令和７年度に洗面台の修繕や事務所のＬＥＤ照
明への交換を実施しましたが、協定で定めた金額の範囲内だったため指定管
理料内で対応ができました。

登録者の満足度は高く、長く利用される方が多い状況です。
これにより登録者の高齢化が進み１人あたりの通所日数が減少傾向にありま
すが、新規利用者の獲得にも積極的に取り組み、利用者の増加につながって
います。

施設の稼働状況
（稼働日数・貸し出
し日数）

行政と連携を図り施設の目的を達成しているか。
　・施設の設置目的を達成しているか　など 5

開所予定日数242日に対し、243日の開所日数となりました。夏季休暇とし
て3日間の閉館日を設けましたが、各行事（ふれあい運動会1日、ふれあい祭
り1日、産業祭り2日）に参加したことで、標記の243日の開館となりまし
た。開所日変更の際は役場職員に変更届を提出し、不備なく開所させていた
だきました。

5
就労継続支援Ｂ型事業所として、施設の目的に沿った稼働状況となっていま
す。条例に示した開館日数を基本としつつ、利用者の利便性や町行事への参
加に合わせて柔軟に開所日の変更を行っています。

イ
ン
プ
ッ
ト
指
標

行政資源投入量
指定管理料の増減の状況は。
指定管理料は適正か　など 5

令和７年度は当初予算額に加え、物価高騰緊急対策の補助金として指定管理
費の増額を受けました。指定管理料の内訳は役場職員と共有しており、適正
な使用を遵守しています。

評価 担当者評価理由

業
務
評
価
指
標

協定書・仕様書で示
した事項

協定書・仕様書で示した事項が適切に履行されているか。
　・条例で示した開館日数と実開館日数は適切か　など 5 協定書・仕様書で示した事項を遵守しております。 5 協定書・仕様書で示した事項について、適切に履行されています。

維持管理状態

5

送迎、施設の老朽化に伴う修繕や買い替え需要の増加、物価や人件費の上昇
などにより、指定管理料に不足が生じているものについては、指定管理者か
らヒアリングを行い、指定管理料の増額や町予算での対応を順次行っていま
す。令和７年度は維持管理費の増額分として当初予算で85,000円増とした
ほか、都が民間施設に実施した補助に準じ、物価高騰による経費増分として
356,000円増を補正予算により対応しました。

職員投入及び物品提
供の状況

職員投入及び物品提供の状況は。
　・町職員の関与や提供物資等は適切か　など 5

町職員とは密な連携が図れています。
必要な物品（備品管理を含め）についてはヒアリング機会を設けていただき
ながら運営状況を共有し、適宜協議を行っております。大規模修繕に関して
も町職員と計画的な協議を重ねています。

5

施設職員とは日頃から密に連携しています。
物品の提供の必要性についても、ヒアリングの機会を設け、指定管理者と協
議を行っています。
令和７年度からは町が提供している送迎用車両の車検等に係る費用を指定管
理委託料内で対応することとし、適切に対応できました。

維持管理の状態が適切か。など

協定等をほぼ遵守し、おおむね仕様に沿った管理であった。

協定等をほぼ遵守し、おおむね仕様に沿った管理であったが、一部に課題があった。

協定等を遵守できず、仕様に沿った管理ができなかった。

評価項目 評価の着眼点 評価 管理者評価理由

７　個別評価
評価ランク 評価内容

協定等を遵守し、仕様に沿った管理であった。

協定等を遵守し、おおむね仕様に沿った管理であった。
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日頃から施設職員との連絡を密に行い、事業報告や予算の時期にはヒアリングを実施
して、適正な経費状況となるよう予算確保に努めています。
令和７年度は維持管理費の増額分として当初予算で85,000円増としたほか、都が民
間施設に実施した補助に準じ、物価高騰による経費増分として356,000円増の補正
予算を組んで経費増に対応しました。

総
括

経費比較（前指定末
と指定後における町
支出の比較）

町職員の関与は適切か
　・経費の状況は適正か。など 5

町職員との連携は密に図れています。また、予算変更の際は必ず町職員から
のヒアリング経て、指定管理費や施設運営において協議の機会を設けていた
だいています。

5

5

就労継続支援事業者に義務づけられている第三者評価を3年毎に受審し、公
表するとともに、指摘事項の改善に積極的に取り組んでいます。
定期的なモニタリングと個別支援計画の作成・見直しにより、利用者の意向
を確認し、障がい特性や本人の目標に合ったサービスを提供することができ
ています。外部委託による給食の提供を令和６年度から継続し、利用者満足
度が向上しました。

遵
法
検
査

遵法検査の状況
法定検査及び必要な検査並びに東京都や町の監査は適
切におこなわれているか。など 5

障害者総合支援法や東京都の指定基準に沿った事業を遵守しています。行政
に必要な報告を行うとともに、変更が生じる際は町職員に相談し、常日頃か
ら運営状況を把握してもらうよう努めております。

5
就労継続支援Ｂ型事業所として、法や都の指定基準に沿った事業を行ってお
り、必要な報告などは適切に行われています。

プログラム等質の改
善

施設の活用や事業への創意工夫はどのようなことを
行っているか。　など 5

利用者が携わる作業においては随時工程の見直しを図っています。高齢化が
進んでも生産性が維持できるよう治具等を用いた環境整備を継続していま
す。日常的な相談にも積極的に乗っており、高齢化が進んでいる家族も含め
た包括的支援を実施しています。

5
利用者の高齢化・重度化に対応するべく、作業環境を工夫している他、就労
支援に止まらず、利用者の日常生活や家族支援もきめ細かく行っています。

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標

利用者の利便性の改
善

利用者の利便性向上のため、どのような努力をおこなって
いるか。
　・ 利用者の意向反映について、適切に改善策が講じ
　　られているか　など

5

高齢化・重度化に伴うニーズ（希望）の変化に対応し、他事業所との併用や
通所日数の調整等を行い、長期間に渡って働き続けられる環境作りを継続し
ています。利用者個別面談、利用者会議、保護者との相談を通した意見交換
の場を設けており、様々な意向を受け止めながら施設運営に反映させていま
す。

5

利用者の満足度の状
況

モニタリング（利用者の満足度）はどのようなことを
おこなっているか。など 5

利用者の希望が実現できるよう個別支援計画を作成し、半期に1回モニタリ
ングとしての見直しを実施しています。利用者の職域拡大、将来の自立に向
けた「できることを増やす」を利用者本人と一緒に考え、振り返りの機会を
設けながら支援しています。送迎サービスや給食サービスも安定した提供が
継続できているため、満足度の向上に繋がっています。

利用者・ご家族の障害特性やニーズを把握し、個別支援計画に反映するな
ど、日頃から利用者の意向を反映させた事業運営に努め、作業環境やプログ
ラムなどの創意工夫を行っています。
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